




































































































(1)  恐竜学博物館 
２ 附属施設に必要な事項は、別に定める。 
（重要事項の審議） 
第６条 本センターの管理及び運営に関する重要事項は、研究・社会連携機構会議及び大学協議会の審議を
経て、学長が決定する。 
（センター会議） 
第７条 本センターの管理及び運営、研究の施策及び施行に関する事項を協議するために、センター会議を
置く。 
２ センター会議の運営については、別に定める。 
（利用・共同研究） 
第８条 本センターの利用及び共同研究については、別に定める。 
（研究成果の公表） 
第９条 本センターは、研究成果を「岡山理科大学古生物学・年代学研究センター年報」として毎年度発行
する。 
（事務局） 
第10条 本センターの事務は、岡山理科大学事務組織規程に基づき研究・社会連携部が担当する。 
（改廃） 
第11条 本規程の改廃は、研究・社会連携機構会議及び大学協議会の審議を経て、学長が決定する。 
附則 この規程は、令和２年４月１日から施行する。 
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４．中期計画 
 2020年11月7日古生物学・年代学研究センターセミナーにおいて、中期計画が話し合われ、次のような中期
計画が了承された。 
研究について 
（１） モンゴル中生代恐竜化石の年代を、化石の年代測定、産出域の堆積層の年代測定によって求める。こ
のために、ヒドロキシアパタイト、炭酸カルシウムのＵ－Ｐｂ年代測定の手法を確立する。 
（２） 石英を用いた堆積層のＥＳＲ年代測定、重晶石を用いた海底熱水域堆積物のＥＳＲ年代測定法の手
法を確立する。 
（３） 古地磁気年代測定 
（４） Ｋ－Ａｒ年代測定、ルミネッセンス年代測定の応用的研究を進める。 
（５） 年代測定を鍵として大陸周辺域の形成史を議論する。 
（６） 石英のＥＳＲ信号を用いて堆積物の起源を求める研究を推進する。 
（７） 太古代から第四紀にわたる確立した年代測定手法を利用可能にする。 
（８） モンゴルでの継続的な化石発掘調査を行い、その成果をもとに東アジアの白亜紀動物相の変遷と世
界の他地域との間の大陸間移動史を明らかにする。 
（９） 古脊椎動物化石の形態や骨化石の内部構造をもとにして、分類学、比較形態学、生理学の研究を進め
る。 
（１０）足跡化石の解析することにより、恐竜から鳥類への社会的行動の進化を解明する。 
（１１）恐竜学博物館の機能と運営に関する研究を行い、博物館活動を通して社会教育の振興に貢献する。 
 
 
 
  
